
　2024（令和６）年元日に発生した能登半島地震は最大震度７を記録し、石川県や富山県、新潟県などに
おいて甚大な被害が発生しました。本会では、災害発災後、全国社会福祉協議会や種別協議会関係者と情
報共有を図り、災害特例生活福祉資金貸付（石川県七尾市）や災害ボランティアセンターブロック派遣（石
川県志賀町）、徳島県ボランティアバス（石川県輪島市）などを通じた職員派遣等を行っており、被災地の
支援ニーズに基づく支援活動を行っています。
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５月12日は、
民生委員・児童委員の日
～仲間と一緒に地域と共に～

　５月12日は、全国民生委員児童委員連合会が定め
る「民生委員・児童委員の日」です。
　この日は、大正６（1917）年５月12日に岡山県で
「済世顧問設置規程」が公布され、民生委員制度の起
源となる「済世顧問制度」が創設されたことに由来す
るものです。

　徳島県民生委員児童委員
協議会では、毎年５月12日
を中心に、民生委員・児童
委員活動に対する理解促進
を図ることを目的として市
町村民生委員児童委員協議
会や社協、行政等の関係機
関と連携した啓発活動に取
り組んでいます。

　借家ではあるが、住み慣れた家。この度の災害で、住めるような状況ではなくなってしまった。大家も、再建する予
定はないとのこと。
　生活再建のための支援金。被災者生活再建支援金について行政に足を運んでも、理解や納得できる話をきくことはで
きない。避難所生活が長引いている事から、何度も何度もわからないと回答されることにうんざりしている。大家さん
の紹介で借家を借りることができそうなので、支援金などがあればと、あちこち相談をしている。長年ホテルの支配人
などで生活をしてきたこともあり、話の手順、記録など自分のペースで進められる。資料もアンダーラインを引くなど
し、深く理解しようと一所懸命。
　市社協さんにお願いをし、市役所で丁寧に話を聞き、現に伝えられる正しい情報を提供するようにお願いした。普段か
ら付き合いのある話のできる職員にお願いし、本人がこの支援金を活用できるかどうかなど検討できるようにした。また、
話しをするに従い、徐々に、実は生活福祉資金災害特例を借り入れるのが心苦しいとこぼされた。理由は、コロナ特例を
借り入れており、猶予が１月で切れている。災害特例を借り入れて、コロナ特例は毎月返すこともできるが。しかし、借
り入れは気持ちが進まないので、支援金の確認をしてから、判断したいとのこと。

　「よろしければ、コロナ特例の猶予の延長を利用されてみて
はいかがですか」と話をし、あわせて「猶予のおつもりもなく、
すぐ払われると強く思われているのであれば、出過ぎたことや
けど･･･」と、横に座って話をすることにした。対面で話をし
ているときよりも痩せている姿が目に映った。靴は長年使って
いるもののようで、随分と縫い目がくたびれている。
　普段、付き合いのある関係者や機関があることは、住民の
ニーズに寄り添える一歩。実際に“社協”がある。そう思って
きてくれている。「みんな大変だから、これくらいででいい
や」とか「時間がかかるのは当たり前」は、制度や見通しが立つ
から言えること。本人の立場になり我が身のことと思うように
というのは、そう簡単にはいかない。だけれども、災害時にも
話を聞き続けられるよう、普段からそう努めたいと強く思った。
　結果、猶予申請と生活困窮者自立支援事業での支援。支援金
の理解が得られるよう、繋ぎ、確認することとなった。

～災害特例生活福祉資金貸付（石川県七尾市）における相談支援～
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わたしのいばしょ　みんなのいばしょ

　毎月第１土曜日、「ひなたぼっこ」が開催される北島町役場の７階大ホールには、子どもたちが大勢やってき
ます。１回当たりの参加者数は、幼児から高校生まで約20名、大人も同数参加されるので、40名を超える人数
になります。ひなたぼっこは、「親子で笑顔になれる場所をめざして」をモットーに、子どもたちは「遊び」、親
たちは「学び」を基本に活動をされています。
　ひなたぼっこは、子育てや発達、発育などに関連する機関と相互の連携を図ることにより、子ども並びに親の
現状改善に資することを目的として、令和４年10月１日に設立されました。活動場所は、北島町役場７階大
ホールで、午前10時から正午までの間、無料で会場を開放しています。また、大学生や一般ボランティアを広
く募り、子どもたちは世代を超えた遊びなどを体験したり、養育者から相談などがあった時は、必要な支援に結
び付けるよう、関係機関と連携を図ったりしています。
　毎回、レクリエーションリーダーのスタッフがプログラムを用意していますが、あるとき「運動会」のプログ
ラムで競走が終わると、ゴールテープにしていた紐で大縄跳びが始まったり、次の競技で使う紙コップを出す
と、子どもたちが思い思いに遊び出したりしたことから、プログラムは無視して、やりたいことを思いっきり楽
しむ「ミニミニ運動会」にしたそうです。子どもたちでルールを作りながら生き生きと遊ぶ姿を見ていると、子
どもたちに任せることが成長にとって大切なことなのだと気づき、それからは子どもにある程度任せて、ス
タッフは温かく見守っています。
　また、ひなたぼっこの特徴として素晴らしいのは、おもちゃの取り合いなどのいざこざが全く起きないという
ところです。バラエティー豊かな
子どもたちもいますが、みんなで
協力し合い、それぞれが思いやり
を持って、和気あいあいと過ごし
ています。利用者やスタッフの安
全確保や二次被害などの防止を計
るための「ひなたぼっこ安全管理
マニュアル」を作成され、マニュ
アルに基づいた対応を行っている
ことも、子どもたちの過ごし方に
良い影響を与えていると感じま
した。

令和５年度「とくしま子どもの居場所づくり推進基金」活用団体紹介

福祉施設紹介動画「とくしま福祉の就活WEB版」掲載事業所募集中　
詳細はアイネットHPで！

　近年地震や土砂災害等が全国各地で頻繁に発生している状況下、令和６年能登半島地震による甚大な被害
が発生しました。被災地の１日も早い復興に向け、被災された方々を支援する災害ボランティア活動や地域
でのささえあい活動は無くてはならないものとなっています。
　平時より社会福祉協議会は、災害ボランティアセンターの迅速かつ円滑な設置・運営と併せて、要援護者
の視点に立った細やかな生活支援を、地域の関係者・団体等と分野を超えた連携・協働を行いながら、住民
の信頼と協力を育む取り組みが求められています。
　令和５年度、県下３市町が中心となり３ブロックで災害ボランティアセンターの設置・運営の体制作りや
地域の多様な職種・機関との連携、支援活動体制の構築に取り組みました。

災害ボランティアセンター体制整備支援事業

南部ブロック（那賀町）・災害ボランティアセンター体制整備支援事業（南部ブロック研修会）
■開催日　令和５年５月28日（日）
■場　所　那賀町林業ビジネスセンター（大研修室）
■参加者　県内社協職員・関係機関職員等（73名）
■内　容　水害時における家屋の復旧作業について、講義および

ワークショップで体験していただいた。ワークショッ
プでは、床下キットを用いて浸水被害時の復旧活動、
Kintoneを活用した災害ボランティアセンター運営、
ストックヤードの資機材についての説明とそれぞれの
体験をし、災害時に必要な知識を得る機会となった。
＜講　師＞
　　災害対応ＮＰＯ「ＭＦＰ」　代表　松山　文紀 氏

西部ブロック（美馬市）・災害ボランティアセンター体制整備支援事業（西部ブロック合同研修会）
■開催日　令和５年12月２日（土）
■場　所　美馬市穴吹農村環境改善センター（多目的ホール）
■参加者　県内社協職員・関係機関職員等（72名）
■内　容　想定被災地のマップを活用し、①管理職班、②総務

班、③サテライト班の各役割に分かれて協議・検討を
行い、被災→災害ＶＣの設営→被災者支援活動までを
流れとして考える今後の効果的な災害ＶＣ運営に役立
つ知識を得る機会となった。

　　　　　＜講　師＞
　　（特非）さくらネット　代表理事　石井  布紀子 氏

東部ブロック（神山町）・災害ボランティアセンター体制整備支援事業（東部ブロック合同模擬訓練）
■開催日　令和５年11月26日（日）
■場　所　神山町社会福祉協議会（神山町高齢者生産活動センター）
■参加者　県内社協職員・関係機関職員等（45名）
■内　容　神山町において、線状降水帯による土砂災害が発生し

たとの想定のもとで、意志決定（局長級）、災害VC本
部、サテライトの各グループに分かれ、被害状況や被
災者ニーズの把握から、必要な支援の量を見積もり、
災害ＶＣを立ち上げるまでの流れを図上訓練で確認
し、今後の災害ＶＣ運営や日頃からの地域福祉活動の
推進について考える機会となった。
＜講　師＞
　　（特非）さくらネット　代表理事　石井  布紀子 氏

徳島県内の福祉のお仕事の求人登録 ・紹介斡旋 ・再就職のための
セミナー等を開催しています。 是非ご利用ください！

ひなたぼっこ（板野郡北島町）　代表：長岡  優子
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ざ
選
ば
な
い
よ
な
あ
」と
よ
く
他
職

員
と
言
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
を
す
る

中
で
利
用
者
様
か
ら「
あ
り
が
と

う
」の
言
葉
を
頂
い
た
時
は
仕
事
し

て
い
る
な
ぁ
と
感
じ
ま
す
。

　
利
用
者
様
の
日
々
の
生
活
を
充

実
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
季

節
ご
と
に
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て

も
ら
っ
た
り
し
た
い
の
で
す
が
、

職
員
数
も
少
な
く
、
日
々
、
ぎ
り

ぎ
り
の
人
数
で
の
業
務
な
の
で
入

所
さ
れ
て
い
る
方
に
は
申
し
訳
な

く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
更
に
利
用
さ
れ
る

方
も
増
え
て
く
る
と
思
わ
れ

る
の
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
を

少
し
で
も
上
げ
て
、「
こ
こ
に

入
っ
て
よ
か
っ
た
」と
思
わ
れ

る
よ
う
な
介
護
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
為
に
は
、
笑
顔
で
接
す

る
こ
と
、
気
持
ち
の
よ
い
挨

拶
等
自
分
が
さ
れ
て
嬉
し
い

と
思
う
事
を
当
た
り
前
の
よ

う
に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
ま
た
、
利
用
者
様

と
の
信
頼
関
係
を
築
い
て
い

く
た
め
に
は
、
堅
苦
し
い
会

話
は
あ
ま
り
よ
く
な
い
と
思

い
ま
す
。
友
達
の
よ
う
な
言

葉
遣
い
が
い
い
と
は
思
い
ま

せ
ん
が
、
ず
っ
と
敬
語
で
話

す
の
は
向
こ
う
も
身
構
え
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
適
度
な
バ
ラ
ン
ス
は

１
番
難
し
い
で
す
が
、
人
そ
れ
ぞ

れ
性
格
も
違
う
の
で
、
一
人
一
人

に
合
っ
た
対
応
の
仕
方
を
考
え
、

日
々
の
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
で
す
。

　
利
用
者
様
や
ご
家
族
様
か
ら
い

た
だ
く「
あ
り
が
と
う
」と
い
う
言

葉
は
、「
介
護
を
や
っ
て
よ
か
っ

た
」
と
思
え
る
魔
法
の
言
葉
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
「
あ
り
が
と

う
」と
い
う
魔
法
の
言
葉
を
貰
え

る
よ
う
に
、
い
つ
も
笑
顔
で
対
応

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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預　　託

寄付金・賛助会費

１
．
災
害
伝
承
の
課
題
と
四
国
防
災
八
十
八
話

　
四
国
各
地
に
は
災
害
に
関
す
る
言
い
伝
え
や
体
験
談
、

先
人
の
知
恵
や
教
訓
の
記
さ
れ
た
も
の
が
多
く
残
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
そ
う
し
た
教
訓
を
活
か
せ
た
暮
ら

し
を
送
っ
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
全
国
に
共

通
し
た
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
広
島
県
坂
町
に

は
１
０
０
年
以
上
前
に
起
き
た
水
害
を
伝
え
る
石
碑
が

あ
っ
た
も
の
の
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨（
西
日
本
豪
雨
）で

は
、
そ
の
石
碑
の
す
ぐ
そ
ば
で
再
び
土
石
流
が
発
生
し
、

多
く
の
犠
牲
者
が
出
ま
し
た
。
住
民
は
、「
石
碑
が
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
碑
文
を
関
心
を
持
っ
て

読
ん
で
お
ら
ず
、
水
害
に
つ
い
て
深
く
考
え
た
こ
と
が
な

か
っ
た
」（
中
国
新
聞
、
平
成
30
年
８
月
17
日
）と
語
っ
て
い

ま
す
。
私
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
な
い
よ
う
に
、
先

人
が
残
し
て
く
れ
た
知
恵
や
教
訓
を
、
今
と
次
の
世
代
に

も
つ
な
げ
る
活
動
や
教
育
に
つ
い
て
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
四
国
に
は
、
平
成
20
年
に
国
土
交
通
省
四
国
地

方
整
備
局
よ
り
発
行
さ
れ
た
「
四
国
防
災
八
十
八
話
」が
あ

り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
こ
の
中
に
は
、

住
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
話
、
歴
史
資
料
や
石
碑
な
ど
に
刻

ま
れ
た
７
０
６
話
の
中
か
ら
①
史
実
に
基
づ
く
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
②
今
日
的
な
教
訓
が
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
、
③
読
者
を
惹
き
つ
け
る
こ
と
、
④
災
害
の
種
類
や
発

生
し
た
時
代
な
ど
を
考
慮
し
て
、
代
表
的
な
八
十
八
の
話

が
選
ば
れ
、
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
本

だ
け
で
は
現
地
の
場
所
や
様
子
も
わ
か
り
に
く
く
、
イ

メ
ー
ジ
で
き
な
い
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
私
た
ち
は
本
書
の
内
容
を
よ
り
視
覚
的
に
理
解
で
き
、

か
つ
現
地
の
場
所
が
わ
か
る
よ
う
な
”か
わ
い
い
“
イ
ラ
ス

ト
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。
な
お
、
本
マ
ッ
プ
は
、（
一

社
）四
国
ク
リ
エ
イ
ト
協
会
か
ら
の
協
賛
の
も
と
、
四
国
防

災
八
十
八
話
・
普
及
啓
発
研
究
会
で
企
画
し
、
徳
島
大
学

環
境
防
災
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
徳
島
県
で
の
災
害
の
話
や
楽
し
く

災
害
を
伝
え
る
た
め
の
防
災
ゲ
ー
ム
を
紹
介
し
、
皆
さ
ん

の
防
災
活
動
に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

２
．
吉
野
川
の
洪
水
警
鐘
高
地
蔵

　
吉
野
川
の
下
流
域
に
は

台
座
高
が
1.0
m
以
上
の
高

地
蔵
が
約
１
９
０
ヵ
所
で

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
だ
け
多
く
の
高
地
蔵
が

密
集
し
て
確
認
さ
れ
て
い

る
の
は
県
内
外
で
も
吉
野

東黒田のうつむき地蔵

川
下
流
域
の
み
で
す
。
こ
の
う
ち
最
も
高
い
地
蔵
は
徳
島
市
国
府
町
に

あ
る「
う
つ
む
き
地
蔵
」で
４
・
19
ｍ
あ
り
ま
す
。
台
座
が
高
く
な
っ
た

理
由
に
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
吉
野
川
下
流
域
は
土
地
が
低
く
、
度
々

洪
水
に
見
舞
わ
れ
て
き
た
た
め
に
、
人
々
は「
お
地
蔵
さ
ん
が
水
に
浸

か
っ
た
り
流
さ
れ
た
り
し
て
は
申
し
訳
な
い
」と
思
い
台
座
を
高
く
し

た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
現
在
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

で
表
さ
れ
て
い
る
洪
水
氾
濫
地
域
と
高
地
蔵
の
マ
ッ
プ
を
合
わ
せ
て
み

る
と
一
致
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
知
っ
た
子
供
た
ち
は
、「
あ
っ
、

あ
そ
こ
に
も
背
が
高
い
地
蔵
が
い
る
」「
水
に
浸
か
る
か
も
し
れ
な
い
」

と
話
し
、
地
域
を
見
る
子
供
た
ち
の
視
点
が
変
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
を

学
校
の
先
生
か
ら
聞
い
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
地
域
に
も
台
座
の
高

い
地
蔵
さ
ん
は
お
り
ま
せ
ん
か
？ 

３
．
浸
水
時
の
知
恵

　
近
年
で
は
平
成
26
年
８
月
の

台
風
12
号
、
11
号
に
よ
り
吉
野

川
流
域
で
洪
水
が
発
生
し
、
浸
水

し
た
家
屋
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
は
泥
を
含
ん
だ
水
に
浸

か
っ
て
し
ま
っ
た
ら
ど
の
よ
う
に

家
を
片
付
け
ま
す
か
？
昔
の
人
た

ち
は
洪
水
へ
の
備
え
や
身
構
え
が

で
き
て
い
た
よ
う
で
す
。
例
え
ば
、

三
好
市
池
田
町
シ
マ
地
区
で
は
、

洪
水
で
頻
繁
に
家
が
浸
水
し
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
人
々
は
豪
雨

に
な
る
と
浸
水
す
る
前
に
石
灰
箱

の
上
に
た
た
み
や
履
物
を
上
げ
た

り
、
雨
戸
が
水
の
勢
い
で
外
れ
て
、

家
財
道
具
が
押
し
流
さ
れ
る
の

を
防
ぐ
た
め
に
つ
っ
か
え
棒
を

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
家
の
中
か

ら
水
が
引
き
始
め
る
と
、
水
と

一
緒
に
泥
や
雑
草
な
ど
を
家
の

外
に
押
し
流
し
、
後
々
の
手
間

を
省
く
よ
う
に
し
た
よ
う
で
す
。

こ
の
お
話
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、

水
に
よ
く
浸
か
る
地
域
で
は
、

そ
の
被
害
を
小
さ
く
す
る
た
め

の
災
害
文
化
が
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
現
代
で

は
こ
う
し
た
災
害
文
化
は

失
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
自
分
の

家
や
職
場
の
危
険
性
を
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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浸水時の知恵浸水時の知恵



　
美
馬
市
に
あ
る
ケ
ア
プ
ラ
ザ
美

馬
に
就
職
し
て
５
年
、
現
在
介
護

職
員
と
し
て
利
用
者
様
の
生
活
支

援
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
私
は
、
岡
山
県
倉
敷
市
の
川
崎

医
療
福
祉
大
学
卒
業
後
、
10
年

程
、
倉
敷
市
内
の
有
料
老
人
ホ
ー

ム
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
働
い
て
い

ま
し
た
。
何
故
、
介
護
の
道
を
選
ん

だ
の
か
と
い
う
と
、
安
易
な
考
え

で
す
が
、
将
来
的
に
絶
対
に
無
く

な
る
事
の
な
い
仕
事
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
高
校
時
代
の
教
師
か

ら
、「
あ
な
た
は
介
護
に
向
い
て
い

る
」と
言
わ
れ
た
た
め
介
護
職
と
し

て
働
く
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

　
い
ざ
働
い
て
み
る
と
、
思
っ
た

以
上
に
ハ
ー
ド
な
仕
事
で
し
た

が
、
現
在
は
働
き
方
改
革
も
あ
り

特
に
残
業
も
な
く
働
け
て
い
ま

す
。

　
今
後
の
介
護
に
つ
い
て
私
が
思

う
事
は
、
や
は
り
給
与
面
の
改
善
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ス
等
で
働

き
手
が
少
な
い
と
よ
く
耳
に
し
ま
す

が
、
一
般
の
会
社
等
に
比
べ
る
と
賃

金
も
低
い
の
で
、「
そ
り
ゃ
わ
ざ
わ

ざ
選
ば
な
い
よ
な
あ
」と
よ
く
他
職

員
と
言
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
を
す
る

中
で
利
用
者
様
か
ら「
あ
り
が
と

う
」の
言
葉
を
頂
い
た
時
は
仕
事
し

て
い
る
な
ぁ
と
感
じ
ま
す
。

　
利
用
者
様
の
日
々
の
生
活
を
充

実
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
季

節
ご
と
に
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て

も
ら
っ
た
り
し
た
い
の
で
す
が
、

職
員
数
も
少
な
く
、
日
々
、
ぎ
り

ぎ
り
の
人
数
で
の
業
務
な
の
で
入

所
さ
れ
て
い
る
方
に
は
申
し
訳
な

く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
更
に
利
用
さ
れ
る

方
も
増
え
て
く
る
と
思
わ
れ

る
の
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
を

少
し
で
も
上
げ
て
、「
こ
こ
に

入
っ
て
よ
か
っ
た
」と
思
わ
れ

る
よ
う
な
介
護
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
為
に
は
、
笑
顔
で
接
す

る
こ
と
、
気
持
ち
の
よ
い
挨

拶
等
自
分
が
さ
れ
て
嬉
し
い

と
思
う
事
を
当
た
り
前
の
よ

う
に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
ま
た
、
利
用
者
様

と
の
信
頼
関
係
を
築
い
て
い

く
た
め
に
は
、
堅
苦
し
い
会

話
は
あ
ま
り
よ
く
な
い
と
思

い
ま
す
。
友
達
の
よ
う
な
言

葉
遣
い
が
い
い
と
は
思
い
ま

せ
ん
が
、
ず
っ
と
敬
語
で
話

す
の
は
向
こ
う
も
身
構
え
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
適
度
な
バ
ラ
ン
ス
は

１
番
難
し
い
で
す
が
、
人
そ
れ
ぞ

れ
性
格
も
違
う
の
で
、
一
人
一
人

に
合
っ
た
対
応
の
仕
方
を
考
え
、

日
々
の
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
で
す
。

　
利
用
者
様
や
ご
家
族
様
か
ら
い

た
だ
く「
あ
り
が
と
う
」と
い
う
言

葉
は
、「
介
護
を
や
っ
て
よ
か
っ

た
」
と
思
え
る
魔
法
の
言
葉
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
「
あ
り
が
と

う
」と
い
う
魔
法
の
言
葉
を
貰
え

る
よ
う
に
、
い
つ
も
笑
顔
で
対
応

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

徳島大学　環境防災研究センター　助教　松重　摩耶
まつしげ まや

社
会
福
祉
法
人

　蓬
莱
会

　ケ
ア
プ
ラ
ザ
美
馬

　
　
　

         

　

 

　介
護
職
員 

上
浦

　和
也

か
み
う
ら

か
ず
や

●南海トラフ巨大地震から徳島県保育園児を守る会様●徳島県私立保育園連盟様●西　幸子様●株式会社ジェイテクト様●篠原石油
株式会社様●株式会社ふくなが様●株式会社アルファ・システムズ様●有限会社KENデザイン事務所様●株式会社金剛様●有限会社
ライトスタッフ様●原公認会計士税理士事務所様●名鉄観光サービス株式会社徳島支店様●一般財団法人チャイルドライフサポート
とくしま様●協業組合徳島印刷センター様●四国情報管理センター株式会社徳島営業所様●徳島ホテルリゾート株式会社様●株式会社
ダイヤジム様●株式会社JR四国ホテルズ様●株式会社阿波銀行様●株式会社徳島大正銀行様

預　　託

寄付金・賛助会費

１
．
災
害
伝
承
の
課
題
と
四
国
防
災
八
十
八
話

　
四
国
各
地
に
は
災
害
に
関
す
る
言
い
伝
え
や
体
験
談
、

先
人
の
知
恵
や
教
訓
の
記
さ
れ
た
も
の
が
多
く
残
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
そ
う
し
た
教
訓
を
活
か
せ
た
暮
ら

し
を
送
っ
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
全
国
に
共

通
し
た
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
広
島
県
坂
町
に

は
１
０
０
年
以
上
前
に
起
き
た
水
害
を
伝
え
る
石
碑
が

あ
っ
た
も
の
の
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨（
西
日
本
豪
雨
）で

は
、
そ
の
石
碑
の
す
ぐ
そ
ば
で
再
び
土
石
流
が
発
生
し
、

多
く
の
犠
牲
者
が
出
ま
し
た
。
住
民
は
、「
石
碑
が
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
碑
文
を
関
心
を
持
っ
て

読
ん
で
お
ら
ず
、
水
害
に
つ
い
て
深
く
考
え
た
こ
と
が
な

か
っ
た
」（
中
国
新
聞
、
平
成
30
年
８
月
17
日
）と
語
っ
て
い

ま
す
。
私
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
な
い
よ
う
に
、
先

人
が
残
し
て
く
れ
た
知
恵
や
教
訓
を
、
今
と
次
の
世
代
に

も
つ
な
げ
る
活
動
や
教
育
に
つ
い
て
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
四
国
に
は
、
平
成
20
年
に
国
土
交
通
省
四
国
地

方
整
備
局
よ
り
発
行
さ
れ
た
「
四
国
防
災
八
十
八
話
」が
あ

り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
こ
の
中
に
は
、

住
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
話
、
歴
史
資
料
や
石
碑
な
ど
に
刻

ま
れ
た
７
０
６
話
の
中
か
ら
①
史
実
に
基
づ
く
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
②
今
日
的
な
教
訓
が
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
、
③
読
者
を
惹
き
つ
け
る
こ
と
、
④
災
害
の
種
類
や
発

生
し
た
時
代
な
ど
を
考
慮
し
て
、
代
表
的
な
八
十
八
の
話

が
選
ば
れ
、
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
本

だ
け
で
は
現
地
の
場
所
や
様
子
も
わ
か
り
に
く
く
、
イ

メ
ー
ジ
で
き
な
い
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
私
た
ち
は
本
書
の
内
容
を
よ
り
視
覚
的
に
理
解
で
き
、

か
つ
現
地
の
場
所
が
わ
か
る
よ
う
な
”か
わ
い
い
“
イ
ラ
ス

ト
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。
な
お
、
本
マ
ッ
プ
は
、（
一

社
）四
国
ク
リ
エ
イ
ト
協
会
か
ら
の
協
賛
の
も
と
、
四
国
防

災
八
十
八
話
・
普
及
啓
発
研
究
会
で
企
画
し
、
徳
島
大
学

環
境
防
災
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
徳
島
県
で
の
災
害
の
話
や
楽
し
く

災
害
を
伝
え
る
た
め
の
防
災
ゲ
ー
ム
を
紹
介
し
、
皆
さ
ん

の
防
災
活
動
に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

２
．
吉
野
川
の
洪
水
警
鐘
高
地
蔵

　
吉
野
川
の
下
流
域
に
は

台
座
高
が
1.0
m
以
上
の
高

地
蔵
が
約
１
９
０
ヵ
所
で

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
だ
け
多
く
の
高
地
蔵
が

密
集
し
て
確
認
さ
れ
て
い

る
の
は
県
内
外
で
も
吉
野

東黒田のうつむき地蔵

川
下
流
域
の
み
で
す
。
こ
の
う
ち
最
も
高
い
地
蔵
は
徳
島
市
国
府
町
に

あ
る「
う
つ
む
き
地
蔵
」で
４
・
19
ｍ
あ
り
ま
す
。
台
座
が
高
く
な
っ
た

理
由
に
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
吉
野
川
下
流
域
は
土
地
が
低
く
、
度
々

洪
水
に
見
舞
わ
れ
て
き
た
た
め
に
、
人
々
は「
お
地
蔵
さ
ん
が
水
に
浸

か
っ
た
り
流
さ
れ
た
り
し
て
は
申
し
訳
な
い
」と
思
い
台
座
を
高
く
し

た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
現
在
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

で
表
さ
れ
て
い
る
洪
水
氾
濫
地
域
と
高
地
蔵
の
マ
ッ
プ
を
合
わ
せ
て
み

る
と
一
致
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
知
っ
た
子
供
た
ち
は
、「
あ
っ
、

あ
そ
こ
に
も
背
が
高
い
地
蔵
が
い
る
」「
水
に
浸
か
る
か
も
し
れ
な
い
」

と
話
し
、
地
域
を
見
る
子
供
た
ち
の
視
点
が
変
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
を

学
校
の
先
生
か
ら
聞
い
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
地
域
に
も
台
座
の
高

い
地
蔵
さ
ん
は
お
り
ま
せ
ん
か
？ 

３
．
浸
水
時
の
知
恵

　
近
年
で
は
平
成
26
年
８
月
の

台
風
12
号
、
11
号
に
よ
り
吉
野

川
流
域
で
洪
水
が
発
生
し
、
浸
水

し
た
家
屋
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
は
泥
を
含
ん
だ
水
に
浸

か
っ
て
し
ま
っ
た
ら
ど
の
よ
う
に

家
を
片
付
け
ま
す
か
？
昔
の
人
た

ち
は
洪
水
へ
の
備
え
や
身
構
え
が

で
き
て
い
た
よ
う
で
す
。
例
え
ば
、

三
好
市
池
田
町
シ
マ
地
区
で
は
、

洪
水
で
頻
繁
に
家
が
浸
水
し
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
人
々
は
豪
雨

に
な
る
と
浸
水
す
る
前
に
石
灰
箱

の
上
に
た
た
み
や
履
物
を
上
げ
た

り
、
雨
戸
が
水
の
勢
い
で
外
れ
て
、

家
財
道
具
が
押
し
流
さ
れ
る
の

を
防
ぐ
た
め
に
つ
っ
か
え
棒
を

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
家
の
中
か

ら
水
が
引
き
始
め
る
と
、
水
と

一
緒
に
泥
や
雑
草
な
ど
を
家
の

外
に
押
し
流
し
、
後
々
の
手
間

を
省
く
よ
う
に
し
た
よ
う
で
す
。

こ
の
お
話
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、

水
に
よ
く
浸
か
る
地
域
で
は
、

そ
の
被
害
を
小
さ
く
す
る
た
め

の
災
害
文
化
が
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
現
代
で

は
こ
う
し
た
災
害
文
化
は

失
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
自
分
の

家
や
職
場
の
危
険
性
を
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

四国の災害伝承と防災ゲーム四国の災害伝承と防災ゲーム

●一般社団法人生命保険協会徳島県協会様より、精神保健ボランティアハート・とくしまへ障がい者支援の資金助成●公益社団法
人生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会徳島県協会様より鳴門市社会福祉協議会へ福祉車両及び福祉施設３か所へ車いすの
御寄贈●四究会様より特別養護老人ホーム水明荘へ車いすの御寄贈●株式会社セブン‐イレブン・ジャパン様より、藍住町社会福
祉協議会へ店舗改装等に伴う在庫商品の御寄贈●公益社団法人日本中国料理協会徳島県支部様より常楽園へ料理の御提供●一般社
団法人全日本司厨士協会四国地方徳島県本部様より徳島児童ホームへ料理の御提供●一般社団法人生命保険協会徳島県協会様及び
徳島県に働く生保の仲間様より板野町社会福祉協議会へ福祉車両の御寄贈

浸水時の知恵浸水時の知恵



ひろがる未来・つなぐ活動

地域とともに歩み続ける ハート・かみやま
　色とりどりの毛糸が並べられたテーブル。和気あいあいと楽しそうにお喋りしながらも、手元はすいすいと編み
進め、あっという間にたくさんのカラフルなアクリルたわしが出来上がっていきます。
　平成10年、小規模共同作業所「うめっこ」が設立されたことに伴い、通所者の作業をサポートするボランティア
団体として発足したハート・かみやま。
　地元の道の駅で販売されているアクリルたわしの制作やパットライスの製造、イベントでの出張販売、病院の清
掃など、その活動は多岐にわたります。
　現在の会員は37名。通所者に寄り添った対応を心掛けるため、町保健師や神山町社協との連携を常にとり、障
がいについての理解を深める学習も行っています。
　会長の相原久子さんと会員のみなさんはこう口を揃えます。「作業所はメンバーさん（通所者）が作業をしに来る
ところですが、ここは地域みんなの憩いの場です。何もしなくてもいいから、ただ居場所として来てくれるだけで
もいい。」「この活動は、地域全体の協力で成り立っています。自分自身も成長できるし、移住して来られた方や他
の町の方とのつながりもできます。次の
世代につないでいきたい。」
　ハート・かみやまのキャッチフレーズ
は、『歩・々・笑み』（ほほえみ）。一歩
ずつ、着実に歩みを進めてきた地域活
動。今日も「うめっこ」に笑顔の花が咲
いています。

　　　（令和４年秋の緑綬褒章受章）

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラから

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課

令和６年度

〈SJ23-11315より抜粋〉

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

年間保険料

賠
償
責
任

の
補
償

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円
補償開始日から補償（＊）

350円 500円

通院保険金日額
特定感染症

地震・噴火・津波による死傷
賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

＜重 要＞

＊特定感染症についても10日間の免責期間がなくなり、補償開始日から補償対象となります。
　なお、令和5年5月8日以降、新型コロナウイルス感染症は補償対象外となりました。

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分類が5類感染症に変更されたことに伴い、「特定感染症重点プラン」を廃止して2つのプランとします。

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

No.67 小川さんから池田さんへ

ハートリレー
とくしま県民活動プラザ

●プラザ開館時間　開館時間：10：00～18：00
　【研修室利用時間】火曜日～土曜日：10：00～21：00
　　　　　　　          　　日・祝日：10：00～18：00
　　　　　　 　　　休館日/月曜日（祝日の場合はその翌日）、
　　　　　　 　　　年末年始（12/29～翌1/3）

●公共交通機関をご利用の場合●
JR徳島駅前、徳島市営バスターミナルより、
・「中央市場」行きに乗車　終点「沖洲マリンターミナル」下車すぐ
・「沖洲・南海フェリー前（マリンピア経由）」行きに乗車
　「マリンターミナル前」下車すぐ

徳島沖洲 IC

徳島
津田 IC

新
町
川
橋

サンライズ大橋

「ラッキー」を呼び込む達人

ボランティアドッグ育成センター　理事

池田貴美子 さん

文・小川佳奈代

　「私っていつもついとるんよ。いつもラッキーが
勝手に来てくれる」。これが貴美子さんの口グセ。
最初に聞いた時は、なんと大袈裟な、と。でも、同
じチームで過ごすうち、本当にそうだと感じるよう
になりました。
　直感で「楽しい」と感じたら即トライ。とにかく叩
いてみる、踊ってみる。いつも好奇心に満ち、自分
の感情に素直。ステージで彼女が黄色い声で叫んで
くれるだけで、パッと気分が明るくなり、元気と自
信が湧いてくるのです。
　元々は、主婦業の傍ら、聴導犬の育成施設の理事を
任されたり、趣味で手話通訳をしたりしたそうです。
そのスキルを買われ、子育てが終わったタイミング
で社会人として初就職。「全部、ほんまにいつも恵
まれとんよ」と幸せそうに話す姿に、私までわくわ
くします。
　サンバチームは今年結成5周年を迎えます。新し
いチャレンジを前にウジウ
ジしている私に「失敗し
たって大丈夫、とにかく
やってみたらええんで」。
そうやって明るく励まして
くれる貴美子さんは、本当
にありがたい存在です。ど
うかこれからもよろしく
ね。

いけだ きみこ

かなよおがわ

　能登半島地震から始まった
2024年もあっという間に３か月

近くが経ちましたが、地震のニュースはお正月気分
にどっぷりはまっていた時だったので慌てました
ね。皆さんは、普段から災害時に必要な物を備えて
いますか？食料、飲料は３日分が必要と言われてい
ます。家族との連絡方法や避難経路の確認などもし
ておいた方がいいですよね。明日来るかもしれない
南海トラフ巨大地震に備えましょう！！

こんなときに…
★団体間の情報交換
★プラザからの連絡文書の受け取りなど
★会議に使う資料や作業に使うコピー用紙・
　文具の保管
※利用には団体登録が必要です。
※一年ごとの更新が必要です。

●メールボックス
　大きさ（Ａ４サイズ対応）
　W23.6㎝×D31.8㎝×H6.9㎝

●ロッカー
　大きさ（Ａ３サイズ対応）
　W24.8㎝×D42.4㎝×H39.7㎝

貸メールボックス・貸ロッカー 利用団体募集！




